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巻頭言 ｢学び｣イ育ち｣
伍 賀 康 品
I7世紀,フランスの哲学者であり数学者であっlI･パスjl)レが表 したパンセの中に ｢人間は考
える寒である｣という有名な言草があります｡考える活動が人間であることの証であるとでも解
釈できそうです｡算数 ･数学科の放青的な役割の一つに ｢数学的な考え方｣にあたる思考力 ･判
断力の育成があります｡算数 一数学科は.人間として存在するために学習fB場で考えることの大
切さを今日まで継承しているといえるでしょう ..













く′ときていくために,教育界では ｢新 しい敵背扱｣から ｢生きる力｣の育成が大きな柱になりま

















年 ｢あまりのある わり欝｣では, 19÷4の計算の仕方をとのように考えるのかO子 1･rもは.
｢20÷4なら九九でできるのだが ･ ･｣と考える.｢九九は使えないのかな-｣-｢4の段の
九九に19がないから｣と考えるかレ`,-i-1す｡友達同士の話 し合いに参加して,日のつけと-ころと


























これまで取 り組んできた常数 ･数学科の指導を通 して,岡山大学算数 ･数学教育学会の会員同
士が共に学んでいく教師範団として軌 二育っていこうではありませんか｡
